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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

美味しい備蓄⾷ サバイバル®フーズ チキンカレー
グランプリ

カレーらしいとろみもあって、味も濃い⽬で満⾜感があった

地⽅⾃治体との太いパイプを感じさせ、安⼼感がある

⻑期保存可能な⽸詰として安⼼できる商品である
企業や⼤規模な避難所などでも活躍できるところが素晴らしい
⾮常⾷のクオリティを⾼めることへの着眼点が素晴らしい

⽸切りの使い⽅を知らない⽅向けに、使い⽅の説明がほしい
どこにチキンが⼊っているのか分かりにくかった
⼤きな円柱の⽸は法⼈向けでも保存スペースが気になる

1⾷当たり900円の価値を⾃治体が感じるかが疑問である

平時にも、⽔無しで⾷べるカレーの様なアピールが欲しい
SNSを含め、広告展開など⼀般への認知度の向上が必要と思う
⼿で開けることができる仕様のほうが実⽤性が⾼いと思う

鶏⾁の⾷感が良く、鍋でじっくり煮込んだ鶏⾁のように感じた

製造から25年保存できる安⼼感は⾮常に優位性がある

第83回（2025年1⽉）

6.9%

点数分布ではグランプリ得点（90-100点）が83％を占め、⾼評価弟
す。審査員からは「保存⾷を超えた品質と味わい」「25年保存の安
⼼感」が評価されています。Webアンケートでは「興味がある」が
86.2％と⾼い⼀⽅、「この価格で買いたい」は65.5％にとどまり、価
格が課題と⾒られます。ただし、「ターゲット層が広い」との回答
が84.5％、「USPがある」が70.7％と、商品価値は⼗分認識されて
います。今後は価格⾯の⾒直しや訴求強化が課題となるでしょう。

6.9%

3.4%

6.9%

6.9%



■ 要因分布

■ 総評
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90%

六⾓形レーダーチャートは全体的に⾼評価を獲得して
います。特に「ブランディング要因」が最も⾼く、保存
⾷を超えた品質と「サバイバルフーズ」のブランド⼒が
⾼く評価されました。「内部的要因」も味や五感への訴
求が際⽴ち、審査員からは「保存⾷とは思えない美味し
さ」との声が寄せられています。「素材・安全性」では
25年保存可能な製法や信頼性の⾼いOEM先が安⼼感を
与えています。「外部的要因」ではパッケージが⽀持さ
れる⼀⽅で、開封の利便性に改善の余地があると指摘さ
れました。「市場要因」や「マネジメント・PR要因」
では、SNS活⽤や認知拡⼤の可能性が期待されます。
全体として、⾮常に完成度が⾼く、広報戦略のさらな

る強化が功を奏すると考えます。

本商品は、⾮常⾷の枠を超えた品質と美味しさを備え、実際に開封から調理、試⾷に⾄る体験を通じて
その魅⼒を実感しました。湯を注いだ瞬間に広がるスパイスの豊かな⾹りは嗅覚を強く刺激し、⾷欲を引
き⽴てる点が印象的です。⾮常時という制限された状況下でありながら、ここまで本格的な味わいを実現
できるのは驚くべきことであり、企業努⼒の結晶であると深く感じました。特に、柔らかく煮込まれたよ
うな鶏⾁は栄養補給を超え、「癒し」としての役割を果たし、⾷べる中で宝探しのような楽しさを提供し
ています。この要素は、⾷事が単なる⽣存⼿段ではなく、精神的な満⾜感をもたらすものであると改めて
感じさせてくれます。

また、最近の調査で「⽸切りや栓抜きを使った経験がない」とする若い世代が増えていることが明らか
になっています。本商品が若い世代や幅広い消費者層に広く受け⼊れられるためには、開封がより簡単に
なる設計が期待されます。さらに、送っていただいたクラッカーも⾮常においしくいただけたことで、出
品商品以外の製品にも⾼い味と品質が期待できると感じました。平時である今こそ、多くの⼈々にこれら
の素晴らしい製品を認知していただきたいと強く思います。
⾷材の均⼀なサイズや形状は、衛⽣⾯が懸念される避難⽣活において、フリーズドライ製品ならではの清
潔さと安⼼感を提供する点が特筆されます。⼀⽅で、鶏⾁の⾒た⽬での存在感をより明確にすることで、
視覚的な満⾜感がさらに⾼まる可能性があります。本商品は、⻑期保存性や調理の利便性、美味しさのす
べてを⾼い次元で実現しており、災害時のみならず⽇常の⾷卓に取り⼊れたいと感じる魅⼒があります。
このような⾼品質の製品を届ける企業の皆さまの努⼒に⼼から敬意を表するとともに、さらなる⾰新と市
場拡⼤に期待を寄せています。これからも、多くの⼈々の⽣活に安⼼と感動を届ける商品づくりを続けて
いただけることを願っています。

95%

93%

90%97%

94%



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

鮮やかな濃厚なマスタードイエ
ローが印象的

湯を吸った際に⾊彩が際⽴つ特性。

⻩⼟⾊に近い濃いめの⾊合いが素
材の深みを表現。

宇宙⾷を連想させる先進的な形状。

ひとつひとつが⾷べやすい適度な
サイズ。

フリーズドライ加⼯による⽴体的
な形状の特徴。

砂漠の⻩⾦⾊を連想させる視覚的
魅⼒。

乾燥していながらも⾃然な⾒た⽬
を保持。

フリーズドライでありながら濃厚
な味わいを連想。

乾燥状態で触れると軽やかなカサ
カサ⾳を発する。

湯で戻した際の柔らかさとしっと
り感の変化。

湯を注ぐととろみが増しカレーら
しさが際⽴つ。

全体を包むマスタードイエローの鮮やかな⾊合いが印象的で、⾮常⾷というカテゴリーでありながら視覚的
にも温かみと親しみを感じさせる仕上がりです。湯を加える前の粉吹きの質感はフリーズドライ⾷品らしさを
際⽴たせ、湯を注ぐことで滑らかな質感へと変化し、調理過程での楽しみを提供します。湯を加えた際に柔ら
かさが際⽴つ点は、⾮常⾷としての実⽤性と⾷べやすさを兼ね備えたデザインと⾔えるでしょう。また、フ
リーズドライ特有の⽴体感が調理前後での変化を楽しませる魅⼒的な要素となっています。
⾹りについては、カレー特有のスパイシーさが印象的で、開封直後から漂う豊かな⾵味が⾷欲をそそります。
湯を注ぐことで⾹りが⼀層広がり、スパイスと⽢みのバランスが絶妙に調和しています。この⾹りは⾮常時で
も⽇常の安⼼感を与え、満⾜感を⾼める重要な要素です。乾燥状態ではサクサクとした軽快な触感が楽しめ、
湯を加えるとしっとりとした柔らかさに変化します。また、湯を注ぐ際の⾳や⽴ち上るカレーの⾹りは、誰も
が慣れ親しんだ温もりを感じさせ、調理中の楽しみをもたらします。⾮常時における安⼼感と満⾜感を提供す
るだけでなく、普段の⾷卓に出しても遜⾊のない品質を持つ⼀品です。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

素材由来のかすかな酸味が穏やか
に後を引く余韻。
スパイスによりほのかに広がる上
品な苦味。

鶏⾁の旨味とスパイスが溶け合っ
た濃厚さ。
スパイスの刺激を和らげる控えめ
な⽢味。
濃すぎず軽すぎず調和した絶妙な
塩味のバランス。

スパイスと素材が織りなす⼼地よ
い余韻を残す味覚のハーモニー。

湯を注いだ瞬間広がるスパイシー
な⾹りの豊かさ。

⼝に含む瞬間に広がる適温での
ホッとする温かみ。

柔らかさの中にしっかりとした適
度な⾷感。
湯を吸ったしっとり感が⾆に馴染
む仕上がり。
粘度のある滑らかな⾷感が満⾜感
を増す。
⼿触りで感じる軽さ、⼝触りで感
じる濃厚さ。

調理中の⾳と⾹りで⼼を和ませる
穏やかさ。

カレーの⾹りが「ふんわり」と包
み込む余韻。

本商品は、⾮常に調和のとれた味わいを提供しています。鶏⾁やスパイスから⽣まれる深い旨味をベース
に、優しい⽢味が濃厚さを程よく和らげています。控えめながら印象的な酸味とほのかな苦味が全体に奥⾏
きを与え、塩味が全体をまとめ上げています。このバランスの良さが、本商品の味覚全体に安定感と完成度
をもたらしていると感じます。また、スパイスや素材の⾵味が多層的に重なり合い、カレーらしいスパイ
シーな⾹りは⾷べる前の期待を⾼めるとともに、⾷事中もその魅⼒を持続的に楽しめます。
⾷感の⾯では、湯を加えることで硬さが程よく調整され、しっとりとした柔らかさが⾆に⼼地よく馴染みま
す。特にカレー特有のとろみや滑らかな⾆触りは、本商品の⼤きな特徴と⾔えるでしょう。さらに、湯を注
いだ際に聞こえる軽やかな⾳や、調理過程で⽴ち上るスパイスの⾹りは、視覚や嗅覚だけでなく聴覚にも訴
えかけ、⾷べる楽しみを⼀層引き⽴てます。これらの要素が巧みに組み合わさることで、本商品は⾮常⾷と
は思えないほど完成度の⾼い⾷中感を実現しています。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

ー 6 ー

五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

スパイスの余韻が穏やかに続く⼼地よい後味。濃厚ながらクド
さがなく、カレーらしい⾹りと旨味を⻑く楽しめる満⾜感。

冬の寒冷地で温かい⾷事が求められる時、ほっとする温もりを
感じさせる。地域に関わらず親しみやすい味覚。

幼少期に⾷べた家庭のカレーを思い起こさせる懐かしさ。特別な
シチュエーションだけでなく、⽇常的な場⾯にも馴染む味わい。

多忙な現代⼈にも適した⼿軽さと満⾜感。⾮常⾷としての栄養
バランスと腹持ちの良さが⽣活リズムを⽀える⼀助となる。

五味 評点

酸味 3

苦味 4

うま味 5

⽢味 3

塩味 4

広義の味 評点

⾹ばしさ 4

余韻 4

温もり 5

コク 5

親しみやすさ 5

五感 評点

視覚 4

聴覚 3

触覚 4

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

「保存⾷とは思えない濃厚な旨味と奥深い味わい」「調理が簡単でありながら満⾜感が⾼い」と⾼評価です。
本商品は⾮常時のみならず、⽇常の⾷卓でも楽しみたいという声が多く寄せられました。特に「スパイスの
⾹りが湯を注いだ瞬間に広がり、視覚と嗅覚を通じて⾷欲をかき⽴てられる」「柔らかく煮込んだような鶏
⾁の⾷感が絶妙」という感想が⽬⽴ちます。また、「後味がクドさを感じさせず、スパイスの⼼地よい余韻
が続く」点も評価されており、幅広い年代に⽀持される仕上がりが本商品の⼤きな魅⼒となっています。

審査員からは「調理⽅法やアレンジレシピを動画で紹介し、SNSを活⽤して発信することで購買意欲を⾼めら
れる」との意⾒が寄せられました。また、レシピコンテストの開催など消費者参加型のキャンペーンも、ブラン
ドの親近感を⾼める有効な⼿段とされています。ホームページ上では地⽅⾃治体との連携がアピールされており、
信頼性を⾼める要素となっていますが、個⼈消費者への認知拡⼤が今後の課題です。強い商品コンセプトを背景
に、「25年保存可能で安全」という特⻑を効果的に訴求する広告展開をご提案いたします。

本商品は、災害の多い⽇本における⾮常⾷市場で、保存性、利便性、品質の全てを⾼い⽔準で満たす製品とし
て評価されました。審査員からは「保存期間25年という⻑期保存性が市場のトレンドに適合している」との意
⾒が寄せられ、特に⼤規模な備蓄⽤途に適している点が評価されています。また、味や品質において「⾮常⾷＝
おいしくない」という固定観念を覆す画期的な商品であるとの評価もあります。さらに、⾃治体や企業などの⼤
⼝需要者をターゲットとする⼀⽅で、個⼈消費者への認知拡⼤により市場のさらなる成⻑が期待されます。

本商品は、ネーミングが商品コンセプトを的確に表しており、⼀⽬で内容がわかると評価され、⽸のデザイン
についても、災害⾷らしさを感じさせないおしゃれな印象と好評です。⼀⽅で、開封が少々⼤変との指摘もあり
ますが、折りたたみ式の⽸切りが同梱されている点は実⽤性の⾼さが認められました。また、⽸切りの使い⽅に
関する案内や、プラトップタイプの採⽤を求める意⾒もありました。全体として、⻑期保存が可能な保存性と、
本格的なカレーを連想させるパッケージデザインが、安⼼感と信頼感を多くの⼈々に与える要素となっています。

本商品は、「美味しい備蓄⾷」というシリーズとしてブランド展開を図る可能性を⼗分に秘めています。
「サバイバルフーズ」というブランド名は⾮常⾷市場での差別化に成功しており、強い存在感を放っていま
す。ローリングストックのような⼀般的な⾮常⾷とは⽅向性が異なるため、SNSを活⽤した情報発信や広告
展開が重要です。「25年保存可能で安全」という特⻑を軸に、⾮常⾷の枠を超えた新しい⾷⽂化を提案する
ブランドとして、家庭⽤から⾃治体、企業向けまで幅広い層へのアピールが期待されます。

本商品は、安全性と信頼性において極めて⾼い評価を得ています。審査員からは「保存料を使⽤せず、製
法の⼯夫により25年保存を実現している点が安⼼感を与える」との意⾒が寄せられました。また、OEM委託
先として永⾕園を採⽤していることも、品質保証への信頼を⾼める重要な要素となっています。⼀⽅で、着
⾊料として使⽤されているカラメル⾊素については、今後の改善を求める意⾒もあり、⾃然由来の⾊素や無
着⾊への移⾏がさらなる安⼼感を提供する可能性が指摘されています。
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